
カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの
実現のための
参考資料集

第3章

第２章「カリキュラム・マネジメントの実現に向けた実践事例とその工夫について」
でご紹介した各校の作成資料を、ジャンルごとに分類してダウンロードできるように

しましたので、ぜひご活用ください。内容の詳細については、第２章の各校の取組み
のページを参照してください。

＜留意点＞
●各資料は、二次元コードよりアクセスし、ダウンロードすることができます。各校の実態に
合わせて加工していただいても構いませんが、学校HPに掲載する等、データの再配布はしな
いでください。

●各校において、本章に掲載された資料を活用いただく際に、資料を作成した当該校に問合せ
をしたり、使用許諾を求めたりする必要はありません。
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カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

第３章 カリキュラム・マネジメントの実現のための参考資料集

１．「計画（Plan）」に関する参考資料

（１）カリマネ表（単元配列表）を作る

（２）単元の評価規準等を明確にする

２．「授業」に関する参考資料

（１）指導案を改善する

（２）ワークシートを工夫する

３．「評価（Check）」に関する参考資料

（１）教職員が授業について相互評価をする

（２）子どもたちの変容を知る

４．「情報共有・発信」に関する参考資料

（１）教職員・子どもが意識を共有する

（２）校内・校外に向け通信を発行する
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カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 3

１．「計画（Plan）」に関する参考資料

（１）カリマネ表（単元配列表）を作る

熊取町立西小学校 P.7

それぞれの取組みを教科等横断的な視点
でつなげ「見える化」し、６年間を通して系統
立てながら考えた。

和泉市立北池田小学校 P.11

国語科を要とした教科横断的な視点を広げ
られるよう、単元を提案・公開した。また、グラン
ドデザインの作成、見直しを図った。
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１．「計画（Plan）」に関する参考資料 （１）カリマネ表（単元配列表）を作る

岬町立深日小学校
P.10・11

各学年の取組みを、「体づくり」・「健康教育」・
「食育」の視点で、教科等横断的な視点からカリ
キュラム編成した。
学年単位で実施する取組みと、6年間学び続
ける取組みのつながりが明確になった。

図6．ひと・まち・つながる教育におけるカリキュラム・マネジメント年間計画
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ひと・まち・

つなげよう

自分たちの食に

ついて見つめ、

できることを考

えよう

岬のええとこ

発見だ

見つめよう

私たちのくらし

体力測定・生活習慣調査（保健・体育）

田植え（総合・理科）

深日交流発表会（ひと・まち・つながる教育）

生活習慣調査（保健）

田植え（社会・総合） 田植え（総合・理科）

稲刈り（生活） 稲刈り（総合・理科）

田植え（生活）

稲刈り（社会・総合） 稲刈り（総合・理科）

生活習慣調査（生活）

逆さ言葉

（総合・国語・社会）

食の安全

（社会・総合）

見つめよう私たちのくらし

（社会・総合・理科）

みさきめぐり

（社会・総合・外国語）

梅干しづくり（生活・国語）

音楽発表

体力測定

（ボランティア・和大生）

地域の方（水田管理者）

梅干し・梅ジュースづくり（総合・理科・国語） 地域の方（梅園管理者）

地域の方（水田管理者）

梅採り（総合・理科・国語）梅採り（生活・国語）

栗拾い（生活・図工・

国語）

潮干狩り（生活・国語）

生活習慣調査（生活）

手まり寿司づくり（生活・国語） 手まり寿司づくり（総合・国語） 手まり寿司づくり（総合・家庭科）

保幼小交流（生活）

給食指導（生活）

稚魚放流（理科・総合）

昔のくらし（社会・総合）

ふれあい喫茶（音楽・生活・道徳） ふれあい喫茶（音楽・総合）

ふれあい喫茶（国語・総合）

手まり寿司づくり

学校ボランティア

町長・町議会議員

岬町教育委員会

保護者

地域の方

運動会（体育）

折り鶴作成・平和登校日

深日漁協見学（社会・総合）

地域の方（梅園管理者）

深日小の年間行事と各学年の学習内容をもとに岡田作成

ふれあい喫茶（音楽・総合）ふれあい喫茶（音楽・総合）

熊取町立西小学校
P.12

年間指導計画を俯瞰的に捉え、さらに学年の教員で
「食に関する指導」に係る単元等を線でつなぐことにより、
教科間の学習内容・単元の「ねらい」のつながりの相関が
「見える化」できた。
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（２）単元の評価規準等を明確にする

１．「計画（Plan）」に関する参考資料

枚方市立招提小学校 P.16
言語能力の育成計画を
資質・能力毎に整理し直し、
１年から６年まで見通せる表
「招提小オリジナル系統表」を
作成した。

Excel版 PDF版

摂津市立摂津小学校
P.10研究テーマや「めざす子ども像」により迫る

ために、「つながり」を生かした授業デザイン
を学習指導案に明記できるように「授業デ
ザイン計画シート」を作成した。
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カリキュラム・マネジメントの手引き
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１．「計画（Plan）」に関する参考資料 （２）単元の評価規準等を明確にする

四條畷市立忍ケ丘小学校
P.4

令和３年度からは、令和２年までの成果や課題に基づき、自分の思いや考えをわかりやすく伝え合う
児童の育成をめざし、国語科で身に付けた「書く力」を汎用的な力とするために、カリキュラムをマネジメント
し、他教科でどのように生かしていくのかに焦点を絞り、「カリキュラム・マネジメントの実現に向けた年間スケ
ジュール」を作成するとともに、以下のような取組みを実施した。

①国語科の各単元の概要を把握し、「書く力」のうち主に「説明力」「理由力」「感想力」のどの力の

育成につながるか分類する

②年間指導計画を見直し、「書く力」を生かせそうな他教科の学習活動と色別の線でつなぐ

③教職員で共有しやすいように、「書く力」を「説明力」「理由力」「感想力」にわけ、３つの力のうちどの

力と関係するのか、どの場面で教科横断的な取組みが行えるのかを１枚のシートにまとめた「しかけ

シート」に具体的な取組みを記入して、指導計画（学習計画）を立てる

「しかけシート」を作成することにより、他教科との関連が見えやすくなった。また、学年ごとにファイリングし、
教職員がいつでも見られるように職員室に棚を設けたことにより、学年の取組みが次年度にも引き継がれ
ることとなった。

「しかけシート」のファイルを、
「書く力」を高めるための参考
資料や、カリマネ関連の書籍と
一緒に本棚に置いて、いつでも
見られるように工夫した。

New!
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２．「授業」に関する参考資料

（１）指導案を改善する

熊取町立西小学校 P.13

教科間のつながりを意識した学習指導案
「つながり」を生かした学習のめあて、「つなが
り」の相関図、「つながり」を生かすための手だ
てを指導案に明記した。

枚方市立招提小学校 P.12

「みんなでやってみる」ことを大切にし、全教職員で
年間１本の授業を公開した。研究仮説の中から、
「どこをがんばる」かを選んで略案を作成した。
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２．「授業」に関する参考資料 （１）指導案を改善する

ワークシート指導案データ

枚方市立第一中学校 P.5

「表現力」「コミュニケーショ
ン力」を教科等横断的に育
成していくことをめざし、４人
班を基本とした学習形態を
推進し、考えたアイデアを書
き出すことができるよう、各
班に１枚のホワイトボードを
活用した授業づくりを進めた。
その際の指導案とワークシー
トである。
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２．「授業」に関する参考資料 （１）指導案を改善する

和泉市立北池田小学校
P.14・15

質の高い言語活動を実現するために、年度途中に次年度の指導案モデル
を検討し、次のような内容を記載する形にリフォームした。
・並行読書材について ・言語活動モデル ・具体的な子どもの姿 等

リフォーム後の指導案には単元で児童が作成した成果物や単元のふり返り、
単元後のアンケートの集計結果なども載せることにした。これを次年度の校内
研究の指導案に生かせるように内容を検討し、次年度の指導案モデルの作
成を行った。

言語活動の内容が伝わるように具体的に示す。

（例）
・どこで、どのようなことを表現させているのか
・どこで、どんな力を見取るのか など
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２．「授業」に関する参考資料 （１）指導案を改善する

富田林市立小金台小学校
P.3

１時間の授業を構造化し、可視化して分析する必要性から、新しい指導案の型として「コネクトマップ」を発案した。
「コネクトマップ」とは、ゴールから逆算して授業を設計し、子どもの思考と学習過程に沿った 授業展開を可視化するため
のツールである。「コネクトマップ」では、予想される本時の「ふりかえり」や、到達したい子どもの姿が明記されており、授業
の評価基準がより明確になっているため、授業者はもとより、授業参観者も子どもたち一人ひとりの到達度と、授業評価
を効果的に行うことができるようになった。

「コネクトマップ」の例 （4年国語：「ごんぎつね」より）
○「めあて」と「ふりかえり」の間に児童の活動や発問、予想さ
れる反応などの授業の流れを、矢印を使って見やすく記載し
ている
○ふりかえりで評価基準を明確にすることで、教員は子ども
一人ひとりの到達度の評価と、授業そのものの評価を適切に
行うことができ、子どもと教員の両方が学びの成果を実感で
きる授業づくりを進めることにつながった

New!
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２．「授業」に関する参考資料

（２）ワークシートを工夫する

1年間の総合的な学習の時間の計画に基づき、各
教科の授業において育成した資質・能力を、どのように
総合的な学習の時間につなげることができるのかを意
識して、ワークシートを作成した。 枚方市立第一中学校 P.13

ワークシート

学習計画
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２．「授業」に関する参考資料 （２）ワークシートを工夫する

四條畷市立忍ケ丘小学校
P.5

New!
低学年用 高学年用

「すたサポファイル」とは、児童が学んだことを大切に保管できるファイルのことである。ファイルの作成に当たっては、

「児童の学びに（特に教科横断的な視点で）どのようなものがいつ必要なのか」

「６年間引き継いでいくことのメリットがあるのではないか」

「引き継ぐためにはどのような方法が考えられるか」

など、低学年部会・高学年部会に分かれて意見を出し合い、合意形成を図った。

例えば、語彙力を高めるために使用する際は、児童が中心となって気持ち
を表す言葉を出し合ったり、説明する時に使う言葉をまとめた語彙表を作成
したりして「すたサポファイル」に挟むようにしている。作文やふりかえりなどを書く
ときは「すたサポファイル」を参考にすることで、書くときに考え込む児童が少なく
なった。

取り組み始めた令和３年度は、教員が作成したものをファイルに入れてい
たが、令和４年度からは、児童自身が作成したものもファイルに入れることを
意識した取組みを進めている。

「すたサポファイル」

つくる時につかう「うごきのことば」

２年生の児童が、自分たちでことばを出し合って、ものを作る
時に使うことばの一覧表を作成し、「すたサポファイル」に保管
して、いつでも参考にできるようにした。
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２．「授業」に関する参考資料 （２）ワークシートを工夫する

田尻町立中学校
P.6

New!

企画ミーティングに向けたワークシート
SDGsのグローバルな目標から田尻町の課題に焦点化し、子どもたちが
感じる田尻町の課題を各グループが設定した。課題の解決策を、連携
する方々に企画・提案するための材料として、左図のようなワークシート
を作成した。
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３．「評価（Check)」に関する参考資料

（１）教職員が授業について相互評価をする

相互参観授業週間を学期に１回定め、
他の教科でどのような取組みをしているのか
実際に見る機会を作り、教職員が互いに
刺激を受けながら、授業を改善していける
ように工夫した。

摂津市立摂津小学校 P.12

学期ごとに、児童の姿から「つながりを生かした取組み（カリキュ
ラム）」を振り返り、「ここがよかった」「こうすりゃよかった」と意見を
出し合いながら「成果と課題」を明らかにした。
また、前年度の学年担任とともに次学期のカリキュラムの見直し
を行い、各単元の学習内容をイメージしたり、前年度の成果を
生かしたりできるようにした。

枚方市立第一中学校 P.11

まなびプラン様式

まなびプラン
全学年の概要

忠岡町立東忠岡小学校 P.6

１年間をⅠ～Ⅳ期に分けた、各学年による「まなびプラン」
シートを作成した。なるべく短いスパンでPDCAサイクルを実施し、
端的に評価してすぐ次の実践へつなげていくというサイクルを定着
させた。全学年のまなびプランは校内の共有フォルダでいつでも
見られるようにしている。長期休暇には全学年や各部会から
集まった「まなびプラン」をもとに教職員全体で検討・協議する
機会も設け、今後の見通しを持つための教職員間交流は大変
有効であった。

New!
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３．「評価（Check)」に関する参考資料

（２）子どもたちの変容を知る

和泉市立北池田小学校 P.10

短い期間で、効果を定量的・定性的に見取り検証する経験を積み、
教員一人ひとりの子どもたちの姿を見取る力の向上をめざし、共同研究
した単元（４年生以上）で、学力向上担当者が学年教員と協力して
単元末力だめし問題・アンケートを作成し実施した。

4年生アンケート ６年生アンケート ５年生問題用紙 ５年生解答用紙
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カリキュラム・マネジメントの手引き
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３．「評価（Check)」に関する参考資料 （２）子どもたちの変容を知る

岬町立深日小学校 P.7

生活習慣調査を年間２回実施している。
子どもたちが自分自身の生活習慣の課題を
見つけやすいように、時間軸利用の研究手法
をもとに、テレビやスマホ等、自分たちが使った
時間を数直線上に記入していくように工夫し、
生活習慣を「見える化」した。
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カリキュラム・マネジメントの手引き
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３．「評価（Check)」に関する参考資料 （２）子どもたちの変容を知る

忠岡町立東忠岡小学校
P.11

児童の家庭学習定着と生活習慣改善にむけ、従来から学期に１回ずつ実施していた
「家庭学習チャレンジ週間」の取組みを、以下の通り見直した。

①チャレンジ項目に、「学校で学んだことを家庭で話す」という項目を追加

②上記の内容を説明するため、4年生以上がタブレットを持ち帰り、発表スライド等を
見せながら児童が保護者に話す場を設定

③保護者からのコメントを、Web上でアンケートを実施して回収する形に変更（第２回より）

以上の変更により、家庭でのコミュニケーション促進をはかるとともに「伝える」力を養う、予
習復習や自主学習への意欲付けを狙ったが、回を追うごとに熱心に学習内容を伝える児
童が増え、保護者も話を聞けるのを楽しみにしている様子がアンケートから見てとれた。親子
のコミュニケーションのきっかけづくりとなるとともに、今後さらに意欲的に家庭学習に取り組む
児童が増えていくよう継続的に支援していく。

「めざせ！家庭学習名人！」
項目ごとにグラフ化し、学期ごとの参観時に掲示した。早寝早起き
や読書等、課題が残る項目を目立たせ改善を促したが、大きく変化
させるのは難しかった。 今後も同様の取組みを継続し、生活・学習
習慣をさらに改善させていきたい。

New!

※このアンケートのQRコードのリンク先は現在は公開されていません↑



カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 18

３．「評価（Check)」に関する参考資料 （２）子どもたちの変容を知る

富田林市立小金台小学校 P.7

年度当初に計画し、実践してきた様々なプランについて、現在までの

取組みを評価するためのアンケートを実施した。対象は、教職員・保護者・

子どもで、授業に関することや学校生活に関すること、学校運営や小

中連携に関することなど、様々な観点から、現状の実態を把握した。ア

ンケートの結果から考えられる成果や課題の検証を行い、年度の後半

や次年度のプランニング作成につなげていった。

田尻町立中学校 P.8・9

New!

New!

四條畷市立忍ケ丘小学校 P.10 New!
教職員の変容を見取るために全教職員に１学期と

２学期の２回、（A）「授業実践レベルでのカリキュラ

ム・マネジメントについて」、（B）「学校レベルのカリキュ

ラム・マネジメントへの自身の関わり方について」の２つの

観点でアンケート（注）を取っている。

（注）参考：「カリキュラムマネジメント・ハンドブック」

田村知子・村川雅弘・吉冨芳正・西岡加名恵 編著



カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 19

４．「情報共有・発信」に関する参考資料

（１）教職員・子どもが意識を共有する

和泉市立信太小学校 P.5

「学びのフレームづくり」として、
主体的に学ぶ子どもの育成をめ
ざし、学校全体でどのように学
ぶのか「学び方」の共有を図った。

また、思考しながら主体的に
「聴く」ための手だてとして「聴き
方の達人」を職員で共有した。
「聴いたあと、感想や意見が言
える」「聴いたあと、話について
質問する」など８つの項目を作
り、聴くことを体系的に捉え、視
覚化した。

聴くことを体系的に捉え、視覚化



カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 20

４．「情報共有・発信」に関する参考資料 （１）教職員・子どもが意識を共有する

枚方市立招提小学校 P.14

夏季校内研修を受けて、
２学期に実践した「つけたい
力と子どもの実態にぴったり」
な言語活動について良かっ
た点・改善点をミニ冊子にま
とめて配付し、ブロック学年
会で意見交流した。



カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 21

４．「情報共有・発信」に関する参考資料

（２）校内・校外に向け通信を発行する

熊取町立西小学校 P.9

各学年で取り組んだ、地域の環境や人的資源を活用した「食育」につ
いての体験学習の実践を、栄養教諭が「食育だより」にまとめて発信した。

総合的な学習の時間におけるSDGｓに関する取組みを、ICT活用の視点でとりまとめ、
取り組んだことを「見える化」し、市内で情報共有をした。

枚方市立第一中学校 P.12



カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章

カリキュラム・マネジメントの手引き
第３章 22

４．「情報共有・発信」に関する参考資料 （２）校内・校外に向け通信を発行する

和泉市立信太小学校 P.10

研究授業で明らかになった成果や課題、
今後の方向性を話し合い、研究通信を発
行し、研究通信を通して、全教員で今後の
方向性を共有するとともに、研究授業で明
らかになった課題に正対した取組みの紹介
をした。

②広報たじり11月号より

①田尻町ホームページより

学校のつけたい力・めざす子ども像を地域へ発信・共有
することで、地域を巻き込んで取組みを進める意義を理
解してもらった。教職員と役場・地域の方とのミーティング
を企画し、またホームページや町広報誌で今回の取組み
の進捗や成果を随時発信するようにした。

＜町教育委員会による支援＞
～学校のつけたい力を地域へ発信・共有～

① ②

田尻町立中学校 P.7New!


